
　　　　　令和元年（２０１９年）１１月　　　　　　　　あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り　　　　　　　　第１８５号　　　　　　　（２）

【市税】１３３億４，８６７万円 

【財産収入・寄附金・ 
　繰入金・諸収入】 
 　　８億７，７７７万円 

【繰越金】 
　　　　１１億６，８５５万円 

【分担金及び負担金】 
　　　　２億９，９６１万円 

【使用料及び手数料】 
　　　　１億４，４１５万円 

【民生費】 
　　１１１億２，６８２万円 

【土木費】 
　　  ５５億８，８５９万円 

【総務費】 
　　  ３３億７，２６３万円 

【教育費】 
　　  ２９億７，７２１万円 

【衛生費】 
　　  １９億３，４７７万円 

【消防費】 
　　  １４億  ４５０万円 

【公債費】 
　　  １６億９，７００万円 

【その他】 
　　  ７億６，７４３万円 

【国・県支出金】 
　　　　７５億８，４０６万円 

【地方消費税交付金・ 
　地方特例交付金・ 
　地方交付税など】 
 　　２８億  ５７６万円 

【国有提供施設等 
　所在市町村助成 
　交付金等】 
 　　１２億１，３２７万円 

【市債】１８億３，５６０万円 

【諸収入】 
　　　　　　４，２６０万円 

【繰入金】 
　　　　３億５，０００万円 

【地方譲与税】 
　　　　１億７，０９０万円 

自
主
財
源 

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
） 

依
存
財
源 

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
） 

歳入  
 

歳 出  
２９８億４，０９５万円 ２９８億４，０９５万円 ２８８億６，８９３万円 ２８８億６，８９３万円 
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平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定

30

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
４
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
３
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
時
代
の

３０

変
化
を
捉
え
な
が
ら
、
市
民
の
満

足
度
や
幸
福
度
を
高
め
る
た
め
の

力
強
い
施
策
が
着
実
に
実
施
で
き

た
も
の
と
評
価
し
、
予
算
の
柱
ご

と
に
意
見
を
述
べ
る
。
「
都
市
づ

く
り
」で
は
、（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー 

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
用

地
を
全
て
取
得
し
た
。
令
和
２
年

度
の
確
実
な
供
用
開
始
と
周
辺
道

路
網
の
整
備
を
要
望
す
る
。「
産
業 

の
活
性
化
」
で
は
、
中
小
企
業
の

若
手
技
術
者
へ
の
支
援
に
よ
り
、

も
の
づ
く
り
技
術
の
向
上
が
図
ら

れ
た
。「
地
域
福
祉
社
会
の
実
現
」

で
は
、
福
祉
有
償
運
送
の
準
備
会

が
立
ち
上
が
り
、
試
験
運
行
も
行

っ
た
。
地
域
に
密
着
し
た
住
民
参

加
型
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
早
期

に
提
供
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要

な
支
援
を
要
望
す
る
。「
子
ど
も
・

女
性
政
策
」で
は
、親
子
で
の
ラ
ン

チ
会
な
ど
を
開
催
し
た
。
子
育
て

の
知
識
や
情
報
を
伝
え
、
支
援
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
子

育
て
環
境
の
整
備
を
要
望
す
る
。

「
都
市
の
質
の
向
上
」で
は
、公
共

施
設
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
活

用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
学
校

施
設
長
寿
命
化
計
画
・
整
備
方
針

策
定
に
向
け
た
基
礎
資
料
の
作
成

を
行
っ
た
。
年
々
施
設
が
老
朽
化

し
、財
政
を
圧
迫
す
る
た
め
、維
持

管
理
費
の
抑
制
を
要
望
す
る
。
少

子
高
齢
化
が
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
顕
在
化
す
る
が
、
定
型
事

業
を
継
続
す
る
だ
け
で
な
く
、
削

る
べ
き
予
算
を
削
っ
た
上
で
、
よ

り
効
果
的
な
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
を
願
い
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
志
政
あ
や
せ
）

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
歳

３０

出
と
も
減
と
な
る
中
、
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ｏ　

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外
運
動
場
の
陸
上

競
技
場
改
修
事
業
や
高
齢
者
の
社

会
参
加
促
進
事
業
な
ど
、ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
の
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
た
。
歳
入
で
は
、
自
主
財

源
比
率
が
４
年
ぶ
り
に
増
加
し
た

が
、
依
存
財
源
が
減
っ
た
た
め 

で
、
自
主
財
源
の
さ
ら
な
る
確
保

を
要
望
す
る
。
歳
出
の
総
務
費
で

は
、
市
活
性
化
応
援
寄
附
金
の
返

礼
品
と
し
て
本
市
の
特
産
品
を
贈

呈
し
、知
名
度
の
向
上
を
図
っ
た
。

民
生
費
で
は
、
民
間
保
育
所
の
開

設
に
伴
う
施
設
整
備
の
助
成
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
人
材
確
保
な

ど
は
評
価
す
る
が
、
待
機
児
童
数

は
増
え
て
お
り
、
さ
ら
な
る
支
援

体
制
を
要
望
す
る
。商
工
費
で
は
、

地
域
連
携
に
よ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
事
業
の
ほ
か
、
女
性
や
障
が

い
者
、
外
国
人
市
民
の
活
躍
促
進

事
業
に
よ
り
、
製
造
業
の
活
性
化

を
図
っ
た
。土
木
費
で
は
、（
仮
称
）

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
整
備
に
伴
う
、
寺
尾
西
地
区

の
侵
入
防
止
策
が
完
了
し
た
。
開

通
後
は
、
よ
り
多
く
の
車
両
進
入

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
小
園
早
川

地
区
も
着
実
に
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
す
る
。
消
防
費
で
は
、
消

防
庁
舎
の
建
設
事
業
に
よ
り
、
防

災
拠
点
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い

●
平
成　

年
度
の
実
質
公
債
費
比

３０

率
は
、
７
・
９
％
と
前
年
度
比
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
着
実

に
市
債
の
減
に
努
め
た
。
全
体
の

８
・
５
％
を
占
め
る
基
地
関
連
の

歳
入
は
、
総
額
で
５
％
の
減
と
な

り
、
基
地
政
策
が
変
換
局
面
を
迎

え
る
中
、
今
後
の
対
応
を
注
視
す

る
。
歳
出
で
は
、
限
ら
れ
た
予
算

を
政
策
実
現
の
た
め
に
効
果
的
に

配
分
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
た
。「
都
市
づ
く
り
」で
は
、寺
尾

上
土
棚
線
を
景
観
形
成
重
点
地
区

に
指
定
し
、
本
市
の
顔
と
な
る
景

る
。
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
を

背
景
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込

ま
れ
る
が
、
地
域
に
密
着
し
、
市

民
目
線
に
立
っ
た
施
策
の
実
施
を

要
望
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
平
成　

年
度
は
、
市
制
施
行　

３０

４０

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
活
力
と
魅

力
に
満
ち
た
綾
瀬
の
実
現
に
向
け

た
事
業
を
着
実
に
実
施
し
た
。
歳

入
は
、自
主
財
源
比
率
が　

・
１
％

５３

と
な
り
、前
年
度
比
で
１
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
が
、
決
算
額
は
２

億
７
千
万
円
下
回
っ
た
。
市
税
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た

な
自
主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
を

求
め
る
。
歳
出
は
、新
規
・
拡
充
事

業
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。「
都
市
づ

く
り
」で
は
、（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
の
下

原
橋
架
け
替
え
工
事
が
完
了
す
る

な
ど
、
令
和
２
年
度
開
通
に
向
け

着
実
に
事
業
を
進
め
た
。「
産
業
の

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。
金額、構成比などの数値は、個々の積み上げと合計額が一致しない場合があります。

一一
般般
会会
計計
決決
算算
にに
対対
すす
るる
討討
論論

賛賛

成成

活
性
化
」で
は
、稼
ぐ
農
業
を
推
進

す
る
た
め
、
野
菜
の
販
売
促
進
活

動
に
よ
る
農
産
物
の
知
名
度
向
上

な
ど
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
っ
た
。「
地
域
福
祉
社
会

の
実
現
」
で
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
相
談
支
援
体
制
の
た

め
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配

置
し
、
認
知
症
予
防
や
見
守
り
体

制
の
強
化
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
た
。「
子
ど
も
・
女
性
政

策
」で
は
、助
産
師
に
よ
る
母
親
の

心
身
の
ケ
ア
と
育
児
指
導
の
実
施

な
ど
、
母
子
と
そ
の
家
族
の
健
や

か
な
育
児
を
支
援
し
た
。「
都
市
の

質
の
向
上
」で
は
、市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
の

完
成
に
向
け
、
光
綾
公
園
の
実
施

計
画
や
地
質
調
査
を
行
っ
た
。
今

後
も
、市
民
の
声
を
聞
き
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
し
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

観
の
良
い
町
並
み
に
向
け
取
り
組

ん
だ
。「
産
業
の
活
性
化
」で
は
、道

の
駅
の
整
備
に
向
け
て
、
指
定
管

理
者
の
公
募
資
料
作
成
や
交
通
管

理
者
と
の
協
議
を
行
っ
た
。
情
報

発
信
基
地
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
綾
瀬
ら
し
い
道
の
駅
と
な
る

よ
う
期
待
す
る
。
「
地
域
社
会
の

実
現
」で
は
、元
気
高
齢
者
の
活
動

を
後
押
し
す
る
た
め
の
多
様
性
自

発
型
社
会
参
加
促
進
事
業
を
実
施

し
た
。
元
気
高
齢
者
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
が
、
全
市
に
広
が
る
よ
う

期
待
す
る
。
「
子
ど
も
・
女
性
政

策
」
で
は
、
公
共
施
設
に
学
習
室

を
整
備
し
、
生
涯
学
習
の
振
興
を

図
っ
た
。「
都
市
の
質
の
向
上
」で

は
、
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
駐
車

場
有
料
化
と
避
雷
針
設
置
を
行
っ

た
。
駐
車
場
の
出
口
が
渋
滞
す
る

た
め
、
今
後
、
適
切
な
対
応
を
願

う
。
市
民
の
力
を
最
大
限
生
か
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
風
通
し
の

良
い
活
気
あ
る
職
場
づ
く
り
を
目

指
し
て
一
層
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
を
願
い
、本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

昨年との比較
歳出決算額会　計　名

伸び率増減

△４．７％△１４億　９９８万円２８８億６，８９３万円一 般 会 計

△１１．８％△１２億３，４５８万円９２億３，０２０万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

△３．３％△１億　４９３万円３０億５，３００万円下 水 道 事 業

△１０．３％△３，８３５万円３億３，４５５万円深谷中央特定土地区画整理事業

６．７％３億１，１２０万円４９億８，２７６万円介 護 保 険 事 業

５．８％５，７２６万円１０億４，１８０万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

△５．１％△１０億　９３９万円１８６億４，２３０万円計

△４．８％△２４億１，９３７万円４７５億１，１２４万円合　　　計

平成３０年度各会計の決算規模

平成３０年度決算状況（一般会計）


